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子どもの健康と環境に関する全国調査(エコチル調査)の概要

エコチル調査実施体制

調査の目的・概要

研究成果

エコチル調査コアセンター

メディカルサポートセンター

＊中心仮説︓胎児期〜⼩児期の化学物質ばく露等の環境要因が、妊娠・⽣殖、先天性形態
異常、精神神経発達、免疫・アレルギー、代謝・内分泌系等に影響を与えているのではないか。

• 令和７年12⽉末時点までの全国データを⽤いた論⽂数は574編（中心仮説は83編）。
• 妊婦の化学物質等のばく露と、⼦どもの体格やアレルギー疾患等の健康影響との関連が明

らかとなっている。

 エコチル調査の目的は、化学物質のばく露等が、胎児期から⼩児期にわたる⼦どもの健康にどのような影響を与えているかを明らかにし、リスク管理当局や事業者への情
報提供を通じて、適切なリスク管理体制の構築につなげることである。

 化学物質等の環境要因が健康に与える影響を解明するため、約10万組の親子を対象としたエコチル調査を平成22（2010）年度から15年以上継続して実施し
ており、⾼い参加率を維持。

 参加者の血液等の⽣体試料（約560万検体）を採取・保存・分析するとともに、質問票等による追跡調査を実施。
 開始時に策定した学童期（〜12歳）までの基本計画を、「エコチル調査企画評価委員会」の議論※を踏まえて改定(令和５年3月30日公表)し、13歳以後の調

査を継続中。 ※「健康と環境に関する疫学調査検討会」報告書(令和４年3⽉29日)を受けて議論
 18歳以降の調査に関して、エコチル調査第3次基本計画案を検討中。

成果発表一覧 https://www.env.go.jp/chemi/ceh/results/publications.html

R７年12月
までの

論⽂数:69編

資料１－１
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エコチル調査の成果の社会還元の例

2



環境省の取組について

資料１－２
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令和７年度の広報活動（広報戦略指針に基づく活動展開）

【エコチル調査の広報活動の目的】

主な該当シーン主な対象詳細広報活動
０、1、3⼩学⽣以下の方々とその保護者世代令和7年度「環境省こども霞が関⾒学デー」への出展イベント
０、1、3⼩・中・高⽣とその保護者世代、大学⽣、研究者、

企業等
第1回エコチル調査全国フォーラムの開催

０、1、3広く国⺠の方々ホームページ等による情報提供成果の情報
発信 ０、1広く国⺠の方々論⽂報道発表の公表

０、1、3広く国⺠の方々パンフレット等の配布
０、3広く国⺠の方々動画配信（エコチル調査へのメッセージ）その他の広報

活動等 ０、1、3広く国⺠の方々エコチル調査サポーター制度の運⽤・メールマガジン配信
０、1、3広く国⺠の方々エコチル調査SNSの開設・運⽤
０、3⼩学⽣以下の方々とその保護者世代科学館等における展示物（ケミカルパズル等）の活⽤
０、1、3関係省庁、学会、研究者等外部との連携
－エコチル調査関係者リスクコミュニケーション研修
－広く国⺠の方々広報活動の効果測定（新聞、Web等の記事モニタリング、

SNS投稿に関する情報収集分析）

2

エコチル調査広報活動の目的は以下の3つである。
〇国⺠への理解促進︓調査対象者や医療機関・研究者に加え、広く国⺠にエコチル調査の意義を正しく理解してもらうこと。
〇継続参加の意識醸成︓調査参加者が⻑期にわたる追跡調査に継続して参加できるよう、意識を高めること。
〇調査成果の正確な情報発信︓調査成果を正確かつ分かりやすく発信し、社会に還元すること。
※ 「⼦どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）の広報戦略指針（令和５年３⽉改定）」（エコチル調査戦略広報委員会／参加者コミュニケーション専門委員会）及び同指針に基づく広報戦略を踏まえる。

※「⼦どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）の広報戦略指針（令和５年３⽉改定）」（広報活動は、５つのシーンの実現を目指して実施し、令和７年度はシーン1とシーン3の目的に注⼒）
シーン0︓参加者に調査への継続的参加を呼び掛け、関係者の協⼒を得て、調査をともに進めていく
シーン1︓論⽂等にまとめられた研究成果を、その内容に関係している⼈々や関心がある⼈に周知していく
シーン2︓成果が政策決定やガイドライン・指針、製品開発等に活⽤される
シーン3︓国⺠・メディア・省庁・医療機関・学会・企業等、幅広い層にエコチル調査の意義や成果が周知され、エコチル調査やその成果が社会的に認知される
シーン4︓成果が国⺠の健康保護のために役⽴てられ、個⼈の⾏動変容に活⽤される



令和７年度の広報活動（広報戦略指針に基づく活動展開）

3

令和7年度「環境省こども霞が関⾒学デー」への出展

【開催報告（ダイジェスト）】
８⽉６日〜７日、令和７年度「環境省こども霞が関⾒学デー」へ 『遊んで・学んで 君もエコチル調査博

⼠︖︕』を出展。
エコチル調査の研究等に関する内容をクイズやツールを使って体験するプログラム。
２日間で300名を超える方々が来場・参加。
（詳細︓開催報告）https://www.env.go.jp/chemi/ceh/results/2025_kids_kengaku.html

データ解析体験 AGEsの測定 クイズラリー

【当日の様子】



令和７年度の広報活動（広報戦略指針に基づく活動展開）

4

第１回エコチル調査全国フォーラムの開催
【開催報告（ダイジェスト）】
 令和7年11⽉1日〜２日、第１回エコチル調査全国フォーラムを

東京大学本郷キャンパスにて開催。
 旭化成（株）吉野彰氏の基調講演をはじめ、エコチル調査研究

者による学術シンポジウム、⼩・中・高校⽣の研究発表、エコチル調
査をテーマとした書道展・短歌展、競技かるた大会、オリジナルかるた
大会など、多彩なプログラムを２日間にわたり実施。

 書道展等2,400件を超える応募があり、当日は、⼦どもから大⼈ま
で、1,200人を超える方々にご参加いただきました。また、エコチル
調査オリジナルかるた大会や、⼩倉百⼈一首競技かるた大会も実施
され、多くの来場者に楽しんでいただけました。

 詳細はフォーラム公式HPの開催レポート、参考資料４の、全国フォー
ラム記録集をご覧ください。
https://smartconf.jp/content/eco_child/report

※ 当日の模様を収めた動画が環境省Youtubeで公開されています。
https://www.youtube.com/playlist?list=PL9Gx55DGS7x6y
KKb96NZGo0XmEJ73MMJ0

⼦どもが育つ環境と健康との関連を調べた研究成果伝える催し | NHKニュース | URL:https://news.web.nhk/newsweb/na/na-k10014965971000
※メディアでも紹介。



令和７年度の広報活動（広報戦略指針に基づく活動展開）
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【第1回全国フォーラム 当日の様子】

学術シンポジウム

書道展 短歌展 エコチル調査オリジナルかるた
かるた大会

研究発表会 ⼩倉百⼈一首競技かるた大会



令和７年度の広報活動（広報戦略指針に基づく活動展開）

6

〇第１回エコチル調査全国フォーラムでは、調査を知らなかった参加者が非常に多く、特に10代が最多であり、前回のシンポジウムは
調査参加者や保護者、関係者が中心だったことを踏まえると、今回はイベント目的で小学⽣から⾼校⽣まで幅広く参加し、国⺠への
周知を図る多種多様な企画の効果が現れたと考えられる。

〇参加者の居住地は東京が約45％と最多で、他県からの参加も多く、交通利便性の⾼い東京開催のメリットが認められた。

〇情報⼊⼿経路は公式ホームページ、関連団体、知⼈友⼈からが多く、公式HPの閲覧性の⾼さ及び関連団体を経由した告知が
効果的であったと推察される。

〇次回も参加したいとの回答は約80％に達し、調査を知らなかった層が多かったにもかかわらず満⾜度が⾼かったことが示された。

【第1回全国フォーラムのアンケート解析から得られた結果】

エコチル調査シンポジウム（第14回）エコチル調査全国フォーラム（第1回）項目
10%50%エコチル調査を知らなかった参

加者割合
40代10代最多参加者年代

大阪、⼭梨で60%
（他11都道府県。大部分がUCのある都道府県）

東京都45%
（他30都道府県）

参加者の地域（都道府県）

50%以上
（知⼈友⼈からは5％以下）

18%
（関連団体、知⼈友⼈から40%以上）

エコチル調査HP及びUCから
の連絡で知った割合

はい 73%はい 80%次回も参加したいか︖

※ エコチル調査全国フォーラムは、上３項目は、参加申込（オンライン）時の登録内容を集計。回答数571。下２項目は、当日アンケート（オンライン）を集計。回答数98。
エコチル調査シンポジウムは、全項目、当日アンケート（紙）を集計。回答数61。



令和７年度の広報活動（広報戦略指針に基づく活動展開）
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【第1回全国フォーラムのアンケート解析】
（参考）第14回エコチル調査シンポジウムでの回答

エコチル調査を知っていましたか︖
調査内容も含めて知っていた 75%
名前だけは知っていた 10％
知らなかった 12%
無回答 3%

年代をお教えください。
10代 8
20代 1
30代 4
40代 25
50代 13
60代 5
70代 2
不明 1
無回答 2

エコチル調査を知っていましたか︖
はい 39%
いいえ 50%
無回答 11%

年代をお教えください。
10歳未満 28
10代 196
20代 25
30代 39
40代 73
50代 88
60代 46
70代 13
80代 4
無回答 59

75%

10%

12%

3%

調査内容も含めて
知っていた
名前だけは知ってい
た。
知らなかった。

無回答

0 10 20 30

無回答
不明
70代
60代
50代
40代
30代
20代
10代

39%

50%

11%

はい
いいえ
無回答

0 50 100 150 200 250

無回答
80代
70代
60代
50代
40代
30代
20代
10代

10歳未満

※ 参加申込（オンライン）時の登録内容を集計。回答数571。 ※ 当日アンケート（紙）を集計。回答数61。



令和７年度の広報活動（広報戦略指針に基づく活動展開）
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【第1回全国フォーラムのアンケート解析】
（参考）第14回エコチル調査シンポジウムでの回答
お住まいの都道府県は︖

このイベントをどこで知りましたか︖
エコチル調査ホームページ 15
エコチル調査メールマガジン 2
環境省関連媒体（報道発表、Xなど） 4
その他Webサイトおよびメールマガジン 1
ユニットセンターからの案内 17

SNS 3
ポスター、チラシ 4

友⼈・知⼈から 2
家族・親族から 4

4

その他 9

お住まいの都道府県は︖

このイベントをどこで知りましたか︖
エコチル調査全国フォーラムHP 28
エコチル調査ホームページ（環境省） 14
エコチル調査メールマガジン 6
環境省関連媒体（報道発表など） 8
その他Webサイトおよびメールマガジン 3
ユニットセンターからの案内 12
日本書道美術院からの案内 10
SNS（Facebook、Instagram、X） 7
ポスター、チラシ（学校や学習施設） 2
ポスター、チラシ（公共施設等） 1
友⼈・知⼈から 29
家族・親族から 9
新聞 0
雑誌 0
その他 15

251〜300⼈
51〜100⼈
11〜50⼈
6〜10⼈
1〜5⼈

21〜 ⼈
11〜20⼈
６〜10⼈
1〜5⼈

※当日アンケート（オンライン）を集計。回答数98。複数回答。 ※当日アンケート（紙）を集計。回答数61。複数回答。

※ 参加申込（オンライン）時の登録
内容を集計。回答数571。

※ 当日アンケート（紙）を集計。
回答数61。



令和７年度の広報活動（広報戦略指針に基づく活動展開）

■ホームページ等による情報提供（随時）
 エコチル調査の論⽂を一般向けにわかりやすく伝えるため、

平成30年6⽉から和⽂抄録付きの成果発表一覧を掲載、
随時更新。

 中心仮説に関する論⽂の報道発表は、一覧に掲載する
際、新着情報としてトップページにも掲載。

 イベントの動画や資料、対話事業の資料を掲載。

■論⽂報道発表の公表（随時）
 中心仮説に関する論⽂発表時に、大学や国⽴環境研究

所が報道発表し、環境省のホームページでもお知らせ。
 正確な情報伝達のため、平成30年度に戦略広報委員

会で報道発表のプロセスと資料の様式、チェックリストを作
成し、関係者に周知して運⽤（実態にあわせて更新）。

■パンフレット等の配布（随時）
 エコチル調査の概要を解説した全国版パンフレット、エコチ

ル調査の成果紹介パンフレットを随時配布（配布先︓展
示会、学会、研究会、企業の環境関連協議会、スーパー
サイエンスハイスクールや自治体・教育委員会等）。

9

成果の情報発信 https://www.env.go.jp/chemi/ceh/results/publications.html

https://www.env.go.jp/content/000215015.pdf
←成果紹介パンフレットの例

成果発表の発信例

イベントの発信例
https://smartconf.jp/content/eco_child/



■動画配信（エコチル調査へのメッセージ）
 島津製作所の田中耕一さん（株式会社島津製作所 田中耕一記念質量

分析研究所 所⻑、2002 年ノーベル化学賞受賞）から、エコチル調査への
動画メッセージをいただく。

 YouTubeの環境省動画チャンネルで配信（2025年10⽉〜︓2⽉18日
時点821回視聴）。

 https://www.env.go.jp/chemi/ceh/about/promotion/movie.html

■エコチル調査サポーター制度の運⽤・メールマガジン配信
 第１回エコチル調査全国フォーラムにてご協⼒いただいた方々に、サポーター代表就任を依頼。

佐竹美希氏（基調講演等司会 就任了承）、全日本かるた協会 および日本書道美術院（調整中）（2月18日時点）
 調査に対する社会全体の理解と応援を得る目的で、サポーター登録制度を設け、登録していただいた方には

最新情報を掲載したメールマガジンを配信。
 令和８年2⽉18日現在、サポーター数は約3,585⼈、メールマガジンは通算124号。

■エコチル調査SNSの開設・運⽤(Facebook、X）
 Facebook、Xのエコチル調査公式アカウントを1⽉に開設、運⽤スタート。
 エコチル調査の進捗（基本計画改定等）、成果発表、委員会、イベント案内や開催報告記事等を発信す

る。（2月18日時点投稿数 Facebook11回、X13回）
 環境省・エコチル調査関係者・関係機関SNS、メルマガ、HPなど関連メディアと連携（リポストなど）

令和７年度の広報活動（広報戦略指針に基づく活動展開）
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その他の広報活動等 2025年11月委員会以降の追記内容



■科学館等における展示物（ケミカルパズル等）の活⽤
 調査の認知度向上と内容理解促進を目的に、全国の科学館に貸出。

今年度は7⽉から3⽉までほぼ切れ間なく５つの科学館から申し込み
富⼭県⽴イタイイタイ病資料館（富⼭市）、向井千秋記念⼦ども科学館（館林市）、IMAGINUS（東京都杉並区）、
日⽴シビックセンター科学館（日⽴市）、川⼝ダム自然エネルギーミュージアム（徳島県那賀郡）

 エコチル調査関係者及び自治体等へ展示物の貸出。
伊丹市「2025 アースデイいたみ」（2025/5/31＠スワンホール）
環境省こども霞が関⾒学デー（2025/8/6〜8/7＠霞が関）
東京都「Tokyo Mirai Park」（2026/1/16〜4/30＠日本科学未来館）

令和７年度の広報活動（広報戦略指針に基づく活動展開）

11

その他の広報活動等 2025年11月委員会以降の追記内容



■外部との連携（関係省庁、学会、研究者等）
 成果に係る報道発表等の情報を関係⾏政機関、関連学会に情報共有。

 エコチル調査に関連する様々な業種の企業にエコチル調査の概要説明を⾏うとともにエコチル調査との連携等
について意⾒交換を実施

 大学等の授業における講演（7⽉・１⽉信州大学、10⽉群馬大学）

■リスクコミュニケーション研修
 エコチル調査ユニットセンターの担当者を対象としたリスクコミュニケーション研修を開催

２月４日（水）13:00〜17:45
当日参加者︓48名
概要︓講義と演習（現役記者による模擬記者説明会）を通じて、論⽂成果の情報発信に関わるリスクコミュニケーションの

基礎的な考え⽅を学び、報道発表資料や Q&A の作成、メディア対応の実践的スキルを習得した。

■広報活動の効果測定（新聞、Web等の記事モニタリング、SNS投稿に関する情報収集分析）
 エコチル調査に関する報道（新聞、Web等）のモニタリング及び分析、エコチル調査のSNS投稿に関する情

報収集・分析
記事モニタリング結果︓新聞記事85件、Web記事457件（2025年4月1日〜2026年2月6日時点で把握）

新聞記事のうち約9割は研究内容・成果関連、Web記事のうち約4割は全国フォーラム関連

令和７年度の広報活動（広報戦略指針に基づく活動展開）
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その他の広報活動等

関係⾏政機関︓
内閣府、消費者庁、こども家庭庁、⽂部科学省、スポーツ庁、厚⽣労働省、農林⽔産省、経済産業省、環境省内
関係学会︓
（公社）日本産科婦⼈科学会、（公社）日本産婦⼈科医会、（公社）日本⼩児科学会、（公社）日本⼩児保健協会、
（公社）日本⼩児科医会、（一社）日本⼩児期外科系関連学会協議会、（一社）日本学校保健学会

2025年11月委員会以降の追記内容
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 環境省から、趣旨にふさわしい様々な分野の⽅に依頼。
 調査参加者、科学・医学等の未来を担う中学生・高校生、または広く
国⺠に向けてエコチル調査に関連するメッセージをいただく。

 エコチル調査に対するメッセージを発信していただく。
 エコチル調査のメディアにおける露出度を高め、情報を拡散していただ
けることも期待。

【制度のねらい】 エコチル調査のより効果的・効率的な推進に資するよう、一般市⺠、研究者、有識者、企業・団体等の
応援・協⼒を得る。

 エコチル調査ホームページから登録可能。メールマガジンを配信。
 エコチル調査に関⼼のある国⺠どなたでも対象。
 メールマガジンを通じて、エコチル調査の進捗・意義・成果等について
理解を深めていただく。またエコチル調査に関する会議やイベント、
SNS開設等のお知らせにより、参加、フォロー・拡散を期待。

 エコチル調査ホームページから応募を想定。メールマガジンを配信。
 エコチル調査に関⼼のある・応援していただける企業・団体が対象。
 全国フォーラム等イベントの情報拡散、参加協⼒を期待。
 登録いただいた連絡先に企業向け情報提供・協⼒依頼などをさせていた
だく。

個⼈サポーター

アンバサダー

企業・団体サポーター

エコチル調査サポーター ＜ 概要（選定/登録方法、対象、期待されること） ＞

 エコチル調査ホームページから応募を想定。メールマガジンを配信。
 エコチル調査に積極的に参加したい小学生、中学生、高校生、大学生等
が対象。

 情報を受け取るだけでなく、能動的にエコチル調査に関わっていただく。
（（例）調査に関するアンケートやヒアリング、イベントへの協⼒、
調査研究に関する体験など）

 将来調査の運営や研究に携わってくれるきっかけになることも期待。

エコチル調査隊
新規

再開

サポーター代表から
名称変更

サポーター制度を改定し運⽤
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第２回エコチル調査全国フォーラムの開催について （予告ちらし）


